
最近のタジキスタンにおける考古学
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　中央アジアにおける考古学的研究は，帝政蒔代には殆んどおこなわれなかった。ソヴ

、，、一ト時代になってから次第に研究が進められるようになったが，本格的になったのは

1930年代の後半からである。周知のように，イスラム以前の中央アジアの歴史について

は，文献史料が殆んど存在しないので，どうしても考古学的史料によらなければならな

い。しかし，ソヴーT一一ト時代の初期にはタジキスタン（タジク共和国）を訪れる考古学

春はいなかった。なるほど，エム・エス・アソドレエフ踊．C．　AimpeeBの研究がある

が，それは驚族学的研究であり，またヴェ・＝ル・チ。、イルイトコB．P．しle鹸blTKoは

晩年の15年闇をタジキスタンの考古学的研究にささげたが，彼は著作を残さなかった。

1933年にタジキスタン北部のザラフシャソ川上流のムーグ山城1）でソグド文書が発見さ

れた機会に，ア・ア・フレイマン　A・A．Φpet・tMaHを隊長とする調査隊が送られたの

が，タジキスタンにおける最初の組織的な考古学的研究であるQちょうどその頃から中

央アジアにおける考古学的研究の気運が高まり，1937年には現在も引きつづいておこな

われているエス・ぺ・トルzトフC．1－1．To．ncToBのホラズム調査隊が発足し，その他

中央アジア各地においても組織的な考古学的調査がようやく始まったが，タジキスタン

ではフレイマン以後継織的な調査はおこなわれなかった。タジキスタン考古学の開花は

タジク（穀初はソグド篇タジクと称された）考古学調査隊まで待たねばならなかった。

　中央アジアにおける考古学の発達は独ソ戦争のため頓挫をきたしたが，ソ連邦の勝利

の兇通しがついた1945年2月モスクワにおいて全ソ連邦考古学会議が開かれ，その席上，

他の幾つかの調査隊とともにタジク考古学調査隊がつくられることとなり，その隊長に

はア・ユ・ヤクボフスキイ2）A．K）．触y60BCK雌が選ばれた。　この調査隊にはソ連邦

科学アカデミア考古学研究所（1960年まで物質文化史研究所と呼ばれていた），　タジク

共和國アカデミア歴史研究所3），国立エルミタージ。、博物館のメソパーが参加し，その

活動を推進するのに大きな役割を果したのは，当時タジキスタン共産党の書詑長をして

いたソ連邦科学アカデミア・アジア請驚族研究所の現所長のべ・ゲ・ガフロフB．1’．
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raq）ypoBである。　タジク考古学調査隊は1946年に調査・発掘を始め，現在もなお活動

をつづけており，タジキスタンの歴史の解明に大きな役割を果しているが，それととも

に特筆せねばならないことは，この調査隊によって幾多の考古学者が生み鵡されたこと

であるQ現在タジキスタンにおいて働いている中心的な考古学潜はすべて，この調査隊

に参加して訓練されたのであった。

　タジク考古学調査隊は幾つかの隊に分れてタジキスタン各地の謁査・発掘をおこなっ

ているが，いかなる隊が組織されたかを各年ごとに見るのは繁雑にわたるので，一例と

して1960年について兇ると，次のような隊があった。
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策パミール隊一隊長ヴェ・ア・ラーノブB．A．　PaHOB．

ギッサル隊一一隊長イェ・ア・ダヴィドヴィチE．A．　AaBHAOBIiq．

ワフシュ面一隊長テ・イ・一ビイマリT．1・L3etii　iaJib。

ホージェント；ウスルーシャナ隊一隊長エヌ・エヌ・ネグマトフ

K．　invl．　Herma’roB．

ピャンジケソト隊一隊長ア・エム・ベレニッキイA．M．　SeneHI・Ulmn．

クリャーブ隊一隊1長工・グリャモワ∂．ryπ只MOBa．

考古学地図資料蒐集隊一一隊長べ・ア・リトヴィンスキイB。A．　JhlTB照CI｛雌．

　タジク考古学調査隊は，これまでに4冊の報告書りを出しているほか，タジク共和国

科学アカデミア歴史研究所は毎年その紀要に『タジキスタンにおける考古学的研究』5）

と題する1冊を刊行している（最近…報告書の5が出た。湖羅A，136）。

　タジク考古学調査隊が活動を始めたころは，タジキスタンにおいては旧石器時代はも

ちろん，新石器時代や青銅器時代の遺跡も殆んど知られていなかった6）。この時期に中

央アジアの他の地方における考古学研究の成果を取入れて始めて書かれたタジキスタン

の通史が，さきのガフPtフの『タジク畏族史』？）である。　これを最近できあがった3巻

5冊からなる『タジク昆族史』8）と比較すると，タジキスタンにおける考古学の発達がき

わめて大であることがわかる。ig38年にタジキスタンの西都国境に近いウズベキスタン

のテシク・タシュTemiaK－Tam洞窟で，ア・ぺ・オクラドニコフA。　f1．　OI〈JlaJIHKI〈OB

がムスティ湿式の渦石器とネアソデルタール型の人骨を発見して以来，タジキスタンに

も旧石器の存在が予想されるようになった。そしてこのことはig48年からタジク調査隊

に加わって各地を調査したオクラドニコフ9）の活動によって実証され，さらにその後パ

ミールの石器時代の調査を始めたラt・一・ノブ10）によって海抜4000メートルの高地にも旧

石器の遺跡が発見されている。これらの石器時代専門の考古学者のほか多くの学者の活
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最近のタジキスタンにおける考古学

動によって新石器時代，青銅器時代の遺跡も多数明らかになった。その結果，現在タジ

キスタンにギッサル文化11）という新石器文化が設定されている。　この文化は前3干一

2千年忌に属し，タジキスタン南部のカフィルニガソ川やワフシュ川の流域に分布し，

その代表的な遺跡はテペ・ガジォソTene一「a31・IOHとクィ・ブリヨンKy拓By」lbe｝1で

ある。おもに礫を加工した粗末な石器が蒋色で，手つくねの土器もあり，この文化の担

い手は農業と牧畜をおこなっている。この文化は中央アジア東部の山地種族が中央アジ

ア西爾部の先進的農耕文化（アナウ文化）に触発されて起ったものと考えられる。また

青銅器文化については，カイラク・クム文化12）がある。　この文化の各称はレニナバー

ド附近の地名によったもので，前15－8世紀のころフェルガナ西部，タシュケソト・オ

アシス，ザラフシャン河谷にひろがっており，　アソドロノヴォ文化13）やタザバグヤプ

文化14）に似ていると寸時に，フェルガナのチュスト文イピ5）と深い関係があり，　倥民

は農耕と牧畜をおこなっていた。またこの文化では膏銅器の製造が大きな意義をもち，

鋳型が多数発見されている。

　タジキスタン北部は中世のウスルーシャナの地で（現在タジク共和国の園境線はフェ

ルガナ盆地の出口，シル・ダリアの北流点で，東はキルギス，西はウズベクの爾共和国

にはさまれてくびれている），その東部はフェルガナにつらなり，　またその西南部はザ

ラフシャソ川k流の東部（山地）ソグドで，また北部はシャーシュ（タシュケソト・オ

アシス）につづいている。　シル・ダリアが北にまがる附近，行政的にはウズベク共和

畷であるが，タジク共和国に接するベゴヴァトBe：oBaTで大発電所が建設されたさい，

1943－44年にヴェ・エフ・ガイドゥケヴィチB．Φ．ra鹸yKeBHq　lこよって岡市附近のム

ンチャク・テペ2V！yHtiai〈一Tefieの発掘がおこなわれ，古代から中世初期の多数の遺物が

発見されたts）。またタジキスタンに属するザラフシャソ川上流のソグド東部にはさき

に挙げたソグド文治の発見で有名になったムーーグ山城，その下流にピャソジケント1？）

の都城堤があるQピャソジケソトは7－8世紀に栄えた都市で，タジク調査隊はその第1

圃の調査以来重要な発掘目標とし，毎年新しい遺跡や遺物が発見され，中世初期のソグ

ド文化18）の宝庫になっている。

　ザラフシャソ月1とほぼ平行に東西に走るザラフシャソ由脈とギッサル山脈の南のカフ

ィルニガソ川とワフシュ川の流域は，ウズベク共和国のスルハソ・ダリアの流域ととも

に古代のバクトリア，のちのトハリスタソである。バクトリアの大部分を占めるのは，

現在のアフガニスタンであるが，タジキスタン南部のかなりの部分も，バクトリアのな

かに入っていたことは確かである。バク1・リアの物質文化については1926年にDalton

4
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が発表したオクサス（アム・ダリア）遺宝19）が有名であるが，　バクFリアー一北部バ

クトリアー一一の考古学的研究はタジク考古学調査隊が活動を始めるまでは，殆んどおこ

なわれなかった。ただ1936－37年にエム・イェ・マッソソM．E．　iMaccoi－iの率いるテ

ルメス考古学総合調査隊が，タジキスタンに接するテルメス附近の調査をし，仏教寺院の

跡などを発掘したにすぎないが，それによって南タジキスタンにおいてバクトリア時代

の遺跡や遺物が発見される可能性が明らかになった。タジク考古学調査隊が発掘したバ

クトリア時代の遺跡で注目すべきものは，エム・エム・ディヤコノブ瓶瓢・瓜b別くOHOB

が1950－51年に調査，発掘したカフィル＝ガソ川下流のカライ・ミール20）Kanau－MMp

とig50，52－53年に調査，発掘したその附近のケイ・コバドtシャーフ21）KeB－Ko6aA

LHaxの二つのゴロディシチュである。前者は前6－4世紀から後1－2世紀，後者は前

2世紀から後2－3世紀のものである。その他著るしいものには1946－48年に同じくデ

ィヤコノブが調査発掘したギッサル附近のトゥプ・ホナの墓地がある22）。　これは紀元

前後からイスラムの侵入までの間の数層に重った古代バクFリア人の墳墓である。

　タジク考古学調査隊はその活動を始めた数年問は南タジキスタンにも力を割いていた

が，その後は北部のピャソジケントに全力を集中しているようである（もっとも，以下

で若干触れるように，南タジキスタンの調査・発掘をおこなっていないのではない）。

　タジキスタンの東半白はパミール高原である。さきに見たように，パミーールの石器時

代の研究が最近始まったが，パミールの考古学的研究を最初におこなったのはア・エヌ・

ベルンシュタムA．H．　SePl－lillTaMである。彼はセミレチエ，フェルガナ，蝋画などで

主として遊牧民の文化の研究をしていたが，1946年に始めてパミールに歩をのばし，つ

いで1947，48，52年置パミールの調査をおこない23），1956年にはタジク調査隊の東パミ

一軸 拒烽�ｦいて四たびパミールに赴いた。この4罎のパミール調査においてベルソシュ

タムは，彼がサカと考えた前64世紀の遊牧民の1墳墓をアク・ベイトAK－BeitT，タム

ドゥィTaMAblなどで多数発掘した。

　つぎに1957年から1961年までのタジキスタン考古学の研究の二，三について見よう

（ただし，だいたい歴史時代にかぎり，またピャンジケントについては触れない）。つい

でに一言して概かねばならないのは，これまで歴史学者は書斉のなかで中世の歴史家や

地理学考の文献資料にあらわれている地名を現在の地名といろいろ比定してきたが，

Tomashek，　Marquart，さらにバルトリド24）B．　B．　Bap’ronb！lらの如き学春にとっても

それは益々困難なことであった。しかるに，考古学者が実際にその土地を踏み，地中に

埋れた遺跡を掘幽すことによって，中世の学者の書いたことを如実に再現し得る可能性

一5一



最近のタジキスタンにおける考古学

が生じて来たことである。このことに関しタジキスタンにおいて，まず第一に挙ぐべき

はウスルーシャナ地方の発掘を指揮しているネグマトフである。彼はタジク考古学調査

隊報告第3冊に「古代より10世紀に至るウスルーーシャナの歴史的＝地理的概観」25）を発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒゆ表し，その後『古代および中世初期のウスルーシャナ』　という著書を熟した。彼の指

揮のもとに1955年以来tr・＝ナ・ミード（旧ホージェソト），　ウラ・テユベ，シャフリスタ

ソなどの中世都市の発掘がおこなわれている。

　ソグド東部ではピャンジケソトの上流でザラフシャソ川に流入しているマギアン・ダ

リアの流域の調査をぺ・ヤ・スタヴィスキイ6，Sl．　CTaBHCK蝋がおこなっている。　ピ

ャソジケソトのトクサン・カレズはこの川から水を取っており，またこの流域はザラフ

シャソ山地からソグドやカシュカ・ダリア河谷に通ずる重要な交通路で，5，6世紀から

12世：紀までの各種の中世遺跡が多い。

砿 ／

／二》一　（

図1クルム

　フェルガナ盆地を北方から囲む山地には，土地の人に魔法使いの家というような意味

で饒々に呼ばれているクルム1｛yl）yMという石の建造物がある。これは不規劉な形の石

を積上げてつくられ，その形や細部は様々であるが，内部が部屋のようになっていて，

そこに死者が葬られていた。1957年にリFヴィンスキイがレニナバード北方の山地のク

ルムを調査し，その羊肉晶から判断すると，北タジキスタンのクルムは前2－i世紀か

ら後6－7世紀の各時代にわたっている。　これを残したのは遊牧民で，約千年閥殆んど

ff　一一の埋葬様式を保ったことは最初に到来したものの伝統が強くつづいたことを示して

いるが，なお将来の研究によって中央アジアの遊牧民の歴史の解明に役立つと彼は考え

ている。　リトヴィソスキイは玉952，54年に引きつづき1956年にイスフ7ラ地方で3－5

世紀の遊牧民の墳墓の発掘をおこなった。そのなかには遊牧民的様式を持ちながら定住

6



最近のタジキスタンにおける考古学

民の影響をうけた過渡的なものもある。

　カフィルニガン川の流域のビシュケント河谷においてア・エム・マンデリシュタム

A．M．　MaH丑enblHTaMは1955年以来アルクタウApyi〈Tayのほか，5ヵ所の墓地27）で約

350基のクルガソを発掘し，さらに1958－59年にその附近のハソ・ガザXai・i－Fa3aの小

さなゴμディシチェを発掘した。このプロディシチェは貨幣などによりクシャン時代の

もので，その出土品とクルガソの出土晶との比較によって，これらのクルガソは一一っの

墓地のものを除き，ハソ・ガザより古い遊牧民のものであることがわかり，この地方に

おけるクシャン時代，あるいはそれ以前の遊牧民の侵入が明らかにされた。

　1955年におこなわれたギッサル河谷の調査がゼイマリによって1958年に再開され，こ

の年はウズベクとの国境に近いウズベコン・テッパy36ei〈OH・TenBaのゴロディシチェ

の予備調査が中心となった。このゴμギィシチェは長さ約500メートル，幅200－2J「oメ
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最近のタジキスタンにおける考古学

一トルの大きなものである。試掘をおこなった結果，ウズベコソ・テッパはクシャン時

代から存在していたが，最も栄えたのは中世初期であった。ゼイマリはこのゴロディシ

チ。、を大唐西域記の忽露摩ではなかろうかと考えている。

　ワフシュ川下流ではぜィマリが1957，59，60年におもに種々の遺跡の調査をおこない，

とくに60年には古代および中世の灌概運河の跡に注意が払われた。　196圭年には前年の

調査のさい試掘がおこなわれたクルガソ・テユベ東方12キロメートルのアジナ・テペ

Ami〈HHa－Teneの発掘がおこなわれた。このテペは試掘のさい7－8世紀のものとわかっ

ていたが，発掘の結果仏寺であった（最近，新聞の外電によれば，ここで中央アジア最

大の仏像が発見されたとのことである）。

　ワフシュ川とピャソジ川の間の地がフッタルで，その首都フルブカの位置は不明であ

ったが，クリャーブの西方に発見された。フルブカの発掘は1953年に始められ，1957年

からグリャモワが発掘をつづけたQ発掘されたのはその城塞の部分で，その時代はll一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最近のタジキスタンにおける考古学

互2世紀と9－10世紀である。

　玉956年にパミールの発掘をおこなったベルソシュタムはその年の12月目なくなり，リ

トヴィソスキイがそのあとをついでig58，　59，　60年に東パミールの遊牧民の墳墓を発掘

　　がうした　。

　ベルソシ、1．タムは1946－56年に東パミールにおいて60以上の墳墓，その他の遺跡を発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掘し，りi・ヴィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンスキイは1958
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－59年に約200カ
　◇　《〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　所を発掘した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベルソシュタム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は棄パミールの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編年を初期サカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前7－6世糸己），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中期サカ（前J「一4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世紀），後期サカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前3－2世紀）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後1世紀から2，

翫具tW’5・“・・1．添．

　　　　　　o　u　　2　a　ec”
　　　　　　1　g　iut11rfit，　t

　　　　図4　東パミr一ルの発掘物
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3世紀になると

サカの遺跡は非

常に少くなる。

：東パミールの遺

物や遺跡はすべ

て，それらを残

したものが逝i牧

民であることを

疑いなく示して

いる（東パミー

ルには町回鮭は

存在しない）。



最近のタジキスタンにおける考古学

この場合，東パミールの遊牧民は

サカにほかならないが，パミール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
のサカは他の地域のサカとは異な

っている（サカというのは集合的

名称である）。キジル・ラバトの

墳墓で発見された無文の土器は，

その形態や技法がフェルガナやカ

イラク・クムのものに似ており，

またジェル5ウイ・グンベズでは

典型的なアソドロノヴォ的土器片

が見られる。したがって，東パミ

ールのサカの文化はフェルガナ＝

タシュケソト地域と関係があっ

た。また古典著作家が指摘してい

るように，サカの文化はスキタイ

のそれに非常に類似しており，近

年の東パミールの発掘翫～は黒海沿

岸のスキタイに似，とくに種々の

器物にほどこされたく動物意匠i＞

には類似点が多い。このように東

パミールのサカの文化は，東ヨー

ロッパから中国北部までひろがる　　　　　　　図5　東パミールの発掘物

スキタイ的遊牧直話の一環をなしている。東パミt・一・ルでサカの遺跡は繭へはキジル・ラ

バトやジェルトゥイ・グソベズに達し，インドの方に出ているが，それより南について

はまだ調査されていないので明らかでないQしかし，インドの影響は東パミールの遺物

に現われている。たとえば，他の地域に見られない蛙の形が嵐現している。また爾堰の

首飾玉やヒマラヤ杉の器物があり，埋葬体の眼窩に貝殻が置かれている。これらは東パ

ミールにおけるインドからの影響を物藷るものである29）。

　ベルンシュタムは繭パミールで多数の古代の城塞の跡を調査している（それらの幾つ

かは，かつてSteinも記している）Qこれらの城塞が南：方を欝ざす遊牧民にたいするも

のであったか，あるいはクシャン時代に中国の勢力に備えたものであるか，にわかに断
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最近のタジキスタンにおける考古学：

定はできないが，西パミールが戦略上の要地であったことや古代の交通路がこの地方を

通過していたことは，これらの城塞の存在によっても明らかである30）。

　タジキスタンの考古学については，なお記すべきものが31）多いが，　ここではただタ

ジク共和国科学アカデミア歴史研究所の最近の活動を中心として，タジキスタンにおけ

る考古学的発掘のあらましを紹介して筆を欄く。

　タジキスタンは古代のバクトリアの北部を占め，中央アジアにおける先進地域である

から，古代の遺物，遺跡が多数発見されるはずであるが，すでに述べたように，中央ア

ジアにおける考古学的研究はようやく始まったばかりなので，今後に待つべきであろう・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は東海大学交学部教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸口

至）　ムー一一グ由城については拙著『砂漠と草原の遣中毒（角用新駅｝：）pp．145－148を参照されたい。

　その文欝についてCorAI・lcl〈｝ie　lloKyMeHTbl　c　ropbl　Myr（ム…グ山0）ソグド文讃），　1，　II，

　1962；III，1963があり，1はフレイマンのソグド文掛について発表した論文を集めたもので，

　IIはヴェ・ア・ジフシッッB．　A．，TII・IBmal・tZCによる法律文目の転1馨：，翻訳，注解，　IIIはエム

　・エヌ・ボゴリュボワ1＞LH，　BoroπK）60Baとオ・イ・スミルノフ0．レ1．　CMYIPHOBによる

　経済：文轡の転写，隔訳，洗解。また1963年にソグド文書の大型のコルプスが刊行された。

2）　ヤクボフスキイは1953年になくなったので，エム・エム・ディヤコノブ錘・M・鷹研KoHOBが

　そのあとを継いだが，彼も翌54年になくなったので，ア・エム・ベレニツキイA，赫．Be汲e｝田ロK雌

　が隊長になった。ヤクボフスキイについては『史学雑誌』第62続第11号の拙稿を参照。ディヤ

　コノブのネクwロギーはκ物質文化史研究所小報告叙KC珂i仙U〈と略す）55，1954に掲載さ

　れている。

3）　タジク共承睡1科学アカデミアは1951年までソ連邦科学アカデミア・タジク：支都であった。タ

　ジクの歴史研究所は考古学および省銭学，民族学，中世史，心術史，ソヴu．一一一ト祉会史の5部か

　ら成り，考古学および古銭学部には26人の研究員がおり，研究所全体の人負は約120人置ある。

4）　タジク調査隊の報告はソ連邦科学アカデミア考古学研究所のMaTepuaJlbl　ll　IICCJIellOBaHI・！fi

　rlo　apxeOflorl・m（ソ連ヂi‘考古学：の資料と研究）（MIEAと略す）のなかで刊行されている。そ

　の第1巻（194647年）は斑14A，　No。15，1950；第2巻（1948－50年）は同37，1953；第3巻

　（玉951－53年）は同66，1958；第4巻（1954－59年）は岡124，1964である。

5）　ApxeoJlomqecKHe　pa60Tbi　B　Tami（HIく1．lc’1・al・le　B　1956　roay（TpyAbl　AH　Ta双｝KHKcKo益

　CCP，　T．　XCI，　CTaJiuHa6a，iE，1959）；1957年はT，　GIII，1959；58年はT．　XXVII，1961；59

SC’

cXクワ発行の響籍は地名を雀いた。
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最近のタジキスタンにおける考古学

　年はT．XXXI，1961，∬yLuau6e；60年はT．　XXXIV，1962；61年はT．　XLII，1964．筆

　潜は残念ながらそれ以荊のものも，以後のものも未児。

6）　iM，　M，　．IIIbfil｛oHoB，　flepcr，eKTI・！Bbl　apxeonovl・！gecl｛oro　｝13ytlem・m　Ta！l＞Km〈1・lcTaHa　（＝：・

　ム・エム・ディヤコノフ，タジキスタンにおける考古学的研究の展望），TpyAbl　TaAxKui〈Ci〈oro

　q）iwmaJia　Al－1　CCCP，　’r．　XXIX，　1951，　cTp．　i9－35．

7）　6．　r．　ra（PypoB，　vacTopL・m　’ra！l＞1〈i・IKcKOrO　1一！apo」La　B　1〈paTKoM　l13，Tlo）1〈eHI・II・1，　1・13！i．　1－ee

　l949；H3凪．2。e，　HcHP。1．1双Qn．，1952；　H3A．3－e，　1・lcHp．　1．I　Aon，1955，544　cTp・cI．wl　．Ti　．　フ紅

　．｝婆は19諌事にタジク語で刊行され，のちにluシア語に訳された。

8）　lilcToPl・lfl　Ta！l｝KI・IKCI〈OrO　HapoAa，　HoJ£pe双・5・F・raΦypo8a　H　B．　A．　JlirrBi．il．【cKoro（ガ

　ソロフ，i｝トヴィンヌ・キイ謙の，　TT．1－III，1963－1965　rr，　本謝は第2巻と第3巻がそれぞ

　れ2分膿こ分れているQ

9）　オクラドニコフはシベリアや中火アジアの漏日鋼時代の権威者。1965年に筆者がノヴォシビ

　ルスクのソ連邦科学アカデミア・シベリア支都の被の研究所を訪れたとき，中央アジアやシベ

　　リアで集めた石器が無数のリンゴ箱にぎっしり詰っていたのには驚いた。タジキスタンの石器

　時代についてはIM珂A，　No．66，　cTp．11－7玉；KaMel．IHb磁BeK　TaA》1〈1・ll〈1、lcTal．．la．雇To照1．l

　fipo6Jle，x｛bl，　MaTep｝ltwlbl　BTopoFo　coBemeeHm　apxeoJloroB　li　sTHorpa（PoB　Cpemletl　A31・m

　（タジキスタンの石器時代，総括と問題。簾刎酬＝．映アジア考古学者・豚児学者大会資料），

　1959，　cTp．　158－184．

10）　レ1TorK工　pa3Be丑oK　naM兄THHKo垂3　1〈aMeHl－IOI’O　｝ttel〈a　Ha　BocFrotlt－totyl　rla“｛iipe　（Ptl’　i’｛’ミ■一

　ル．1こおける石器1時・f匙遺助；；調査io）成果），　tNla’repi・laJlbl　BToporo　coBe繊e巨｛H51　apxeoJloroB　I．I

　eTbiorpa（1）oB　Cpemiei・1　A3i・m，　19S9，　cTp．　185－190．

ll）　ギッサル文化については註（9）所掲のオクラドニコツの二つの論文のなかで述べられている。

i2）　カイラク・クム：文｛ヒについてはB．　A．，Iln’rBl・ll・tcl〈1・lg，　A．1”1．　OKみaAmlKoB，　B．　A．　PaHoB，

　瓜peBliocTb　Ka薩paK－KyMoB一ノエpeB｝｛e負㎎a班klc’ropllfi　CeB．　Taム》KI夏KHcTa葦・1a一（り　i・ヴ・fンス

　キイ，オクラドニコフ，ラーーノフ，カイラ・クムの大菅一北タジキスタン太古史一），Tpy！lbl

　A無TaA＞K．　CCP，　T．33，双ytuaH6e，王962がある。

．13）酉シベリアやカザフスタンの広い地域にひろまっていた青銅器文化で，その年代はシベジア

　考古学の専門家エス・ヴェ・キセジョブC。B．1〈iace．neBの説によれば前1750－1200年である。

　牧自門副の文化である。註（i）の拙著PP．36－44を．参；1ξ1されたい。

14）　アンドUノヴォ文化と大体嗣じころのホラズム地方の青鋼器文化で，エス・ぺ・トルスト』：フ

　C．H．　TOJICTOBによって暇えられた。アンドロノヴ∵文化にきわめてよく似ている。

15）　おなじく前2000年紀のフェルガナにおける最＝初の凍始農1’ltil・文化で，彩：文土器をともなう。．前

　掲賓．践著PP．34－36。
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最近のタジキスタンにおける考古学

16）ガイドゥケヴィチはPa60Tbi　cpapxaZaci〈oi・l　apxeoJlorlitlecKoti∂KcHe珊U｝m　B　y36eK｝ic－

　Talle　B　l943－1944　rr．（ig43－44年0）ウズベキスタンにおけるファルハド考古学調査の活動），

　KC珂珂赦K，　XiV，　i947，　cTp．92－109．と題してベゴヴァト附近のシリンサイ墓地とムンチャ

　ク・テペのゴロディシチ＝の発掘について簡単に発表した。シリンサイ墓地は1－5世紀のもの

　で，ムンチャク・テペの北郊にあった都市の墓地で，ムンチャク・テペでは4－5世紀の城塞が

　発掘され，9－12世紀にはその廃擁の上に住居がつくられていた。　ムンチャク・テペはウス．ル

　一一シャナの農業や商業の中心の一つであったが，モンゴル人に滅ぼされた（なお南タジキスタ

　ンにもムンチャク・テペというゴurディシチェがあるので混醐しないこと）。

17）　ピャンジケン5の発掘報告は，さきにあげたタジク調査隊の報告轡（M16A，15，37，66，124）

　の大蔀分を【：：1．：iめているほか，この遺跡にかんする著．書，論文は非常に多いが，ここでは省賂す

　る。ビャンジケントについて荊掲拙著PP．138一玉45に簡単ではあるが述べてある。

18）　A．　fl＞i｛anyiJ1oB，　Cor2L　i－iaKai一！yHe　apa6ci〈oro　Hamec’rBi・m　ii　60pb6a　cop，it｛・ii・ILieB　HpoTi・iB

　apa6ci〈i・ix　3a60eBaTeJeil　B　RepBoi・l　HoJloBI・IHe　VIII　B。（ア・ジャリuフ，アラブ縫入前夜

　0）ソグドと8世紀前楽におけるアラブ｛1：｝i曝者にたいするソグド人の抵抗），「FpyJLbl　AH　TaA》夏く．

　CCP，　T．　XXX，164　CTP．はアラブ史料が用いられているのは爵うまでもないが・どヤンジケ

　ント，その他の考古学的研究の成肥が多く取入れられている。

19）　T．　PI．　3ei・iManb，　E．　B．　3ei，IMa，nb，　EiHe　pa3　o　Mec’ren－iaxo，aKi｛　A，x｛y－Kapbi・mci〈oro　K」’iaA，

　1’f3Bec’rl・ln　AH　Ta艮》K．　CCP（テ・イ・ゼ』イマリ，イ、r．・ヴェ・ゼイマリ，ふたたびアム・ダ

　　リア遣宝の発見地について，タジク共飛］麟アカデミア報知），1（28），1962，CTP．馴45でゼ

　イマリはディヤコノフのようにダルトン説を1否定するには当らないとしているが，積極的な見

　解は述べず，南タジキスタンにおける考古学の発達によってこの遺宝の発見地が将来わかるか

　も知れないと期待している。前掲拙著pp，68一一69はだいたいデ’f　ivコノブの見解に従った。

20）　MlilA，37，　cTp．272－275．　殉掲｝欝欝pp．73－74．

21）　Mi”IA，37，　cTP．275－279；MKA，66，　cTp．290－320．　前掲拙著pp．74－77．

22）　MkA，15，　cTp．154－178。　前曇射餐i著　pp．77－79．

23）　ベルンシ：、．タムのセミレチェからヲミ山，パミールに及ぶ広大な地域における研究の総撰とも

　酬えるのはKc’IXopl・IKo－apxeO」IOrl・ILIecK？le　o・lepl｛1・I　Liel一｛TpanbHoro　T黛Hb一田a雌HnaMilPo・

　Anafi（中部天山およびパミール＝アライ0）歴史考古学1約概「観），　M4A，　No・26，1952・である。

24）本稿とは慮接関係はないが，タジク共和国科学アカデミアからバルトリドの伝記が四三され

　たので挙げておく。H・IM・AKpamoB，　Bbl及alo斑嘘。51　pycci〈iaH　BocToKoBe以B・B・Bap’ronbム

　（エヌ・エム・アクラモフ，傑目したwシアの東洋学者ヴェ・ヴェ・バルトリド），瓜y田al．めe，

　1963，llO　CTP．本日はソ連邦零1学アカデミフ’のアルヒーフ所蔵のバルトリドにがんする樋々

　様々な文書を利用したもので，バルトリドの伝紀として初めてのものではなかろうか。
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25）　H．H．HerMaToB，　lxlcTopHI〈o－reorpaci｝litlecl〈iiii　oKepl〈　YcpyLllaHbl　c　ApeBHeiillllix　BpeMeH

　丑oXB．H．3．，瓢レ1A，No．37，　cTp．231－252．

26）　OH　＞i｛e，　YcpymaHa　B　ApeB｝ioc’ri“i　paHHeM　cpenHeBei〈oBbe　（TpyJ［bi　Al－1　TaJz＞K．　CCP，

T．LV，1957），157　CTP．本甲は文献史料だけでなく，考古学の成果が大いに取入れられている。

27）　これらの墓地で得た人骨についてテ・ぺ・キヤトキナT．H．　KpmTI｛HHaが調査した。それ

　によると当時南タジキスタンには種’々様々なethnicグループが居住し，いわゆるヰr央アジア

　河問地人鍾paca　cpeJl｝lea3HaTcKoro　Me｝1〈Aypeqbfiはまだ形成されなかった。またモソゴロ

　イドの筆入は前1世紀にあとづけられるらしい（アルク・タウ対地⊂タジキスタン〕の頭蓋穀，

　人類学論集，III（Llepeila　Ia3　MOrlMbHl・IKa　ApyK－Tay，　A｝！TponoJiornuecigiil　c60pHHK，　III，

　ig61，　CTP．　9＆106））。なお，彼：女はタジク共和岡科学アカデミァ鷹史研究瞬における唯一人の

　人．類学老で，この分野の研究はもっぱら彼女が担当している。

28）1961年にア・デ・ババーエフA．双．Sa6aeBが東パミP・ルを調査した。

29）　6．　A．　Jlki’rBMHcKviii，　ApxeonorpitiecK；ie　oTKpbi’riafi　ria　BocToHHoiM　rlaMidpe　i・mpo6moMa

　cBfi3eifl　s，　fe　＞1〈双y　Cpe，qHeit　A31・leil，　K｝1TaeM｝1匿H斑！e益B，IEpeBHOcTI・1（べ・ア・リトヴィン

　　スキイ，東パミーールにおける考古学的発見と舞踊アジア，中國，インド間の古代交通）。　これ

　は1960年の第25匝i東洋学巻会議（モスクワ）における報告である。　その後彼はタジキメ・タン

　　とインドとの関係について更に詳細に論じている。TaA》KmK｝iC’raii　l・1腋HAI祝，　c6．　YIH，lkl・！fi　B

　，ZlpeBHOCTri（タジキスタンとインド，論交集『古代印度』），1964♪CTP．　143一・165．

30）最近この）　i・：／」　waについてア・エヌ・ゼリンスキイA・H・3eみ1達HCK脚力｛＝潜いている。瓜peB｝me

　I〈1）enOCTI・I　Ha　I’laMi｛pe，　c6．　CTpaHbl　IH｛apo．qbl　BocTolca（パミールの古代城塞，論文集蹴｛

　　方グ）轟々と斑族』），1964，CTP．99－119．なお彼はこの論文集でパミtW一ルの交通路についても1漁

　　じている（CTP．120－141）e

3D　たとえば，中央アジアにおける圏家の発生の1｛．lj題一バクトリアやホラズムはアケメネス王

　　朝以｝海にすでに大きな政治的勢力であったとも考えられている一一があり，考古学的史料にア

　　ヴェスタ，その他古典著作家の文献史料を援絹する試みがなされているが，考古学的史料はま

　　だ貧弱であり，文’献史料はあまりに漠然としているので問題は殆んど解決されていない。　こ

　　の問題に触れたものは多数あるが，　まず雪ぐべきはエム・エム・ディヤコノブ，CnoM｛ei．田e

　　K刀accoBoro　o6取ecTBa　B　CeBepl・lotl　SaKTpHH，　CoBeTcl〈afl　apxeonorHfl，　XIX（：1ヒ音ilバク

　　トリアにおける階級社会0）形成，ソヴェ・一一ト考古学，箆王9），1954，CTPほ2H40．なお，ヴェ・

　　エム・マッソンB．M．　MaccoHやユ・ア・ザドネプuフスキイK）．　A．3aAHegPOBC－ikも

　　それぞれマルギアナ（MKA，　No．73）やフェルガナ（MI・IA，　No。　l　l8）の原始農耕文化を研

　　究した著書のなかで，この問題に一章をあてている。
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